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月
は
全
国
青
少
年
健
全
育
成

１１
強
調
月
間
で
す
。
次
代
を
担
う
青

少
年
が
非
行
に
陥
る
こ
と
な
く
、

健
や
か
に
育
つ
た
め
に
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
積
極
的
な
活
動
が
重
要

に
な
り
ま
す
。

　

各
中
学
校
地
区
青
少
年
健
全
育

非
常
勤
職
員（
助
産
師
）

　

健
康
課
で
は
、　

年
４
月
１
日

２０

以
降
に
採
用
す
る
助
産
師
を
募
集

保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
場
合
に

は
、
納
付
し
た
方
が
、
社
会
保

険
料
控
除
と
し
て
申
告
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、　

月
１
日
ま
で

１０

に
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料

額
を
証
明
し
た
控
除
証
明
書

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
社
会

保
険
庁
か
ら　

月
上
旬
に
送
付

１１

さ
れ
ま
す
。
年
末
調
整
、
確
定

申
告
の
手
続
き
の
際
に
は
、
こ

の
証
明
書
と　

月
１
日
以
降
に

１０

納
付
し
た
領
収
証
書
が
必
要
で

す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く

だ
さ
い
。

　
「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保

険
料
）控
除
証
明
書
」に
つ
い
て
、

詳
し
く
は
武
蔵
野
社
会
保
険
事

務
所�
０
４
２
２
・　

・
１
４

５６

１
１
へ
。

年

末

調

整

等 

説

明

会

を

開

催

　

給
与
の
支
払
者
を
対
象
に
、　
１９

年
分
年
末
調
整
や
法
定
調
書
等
の

作
成
に
つ
い
て
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

　
【
日
時
】　

月　

日
（
水
）
午
後

１１

１４

１
時
半
〜
４
時

　
【
会
場
】市
役
所
７
階
７
０
１
会

議
室

　

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

　

当
日
直
接
会
場
へ
。

　【日時】11月７日（水）午後６
時半～８時半

　【会場】市役所７階７０２会議室
　【議題】保育料月額基準表の条
件の見直しについて

　当日直接会場へ

（時間外のため、

庁舎南側時間外出

入口からご来場く

ださい）。

　詳しくは福祉総務課庶務係�

４７０・７７４１へ。

ご
利
用
く
だ
さ
い 

ｅ

－

Ｔ

Ａ

Ｘ 

（
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
）

　

源
泉
所
得
税
の
納
付
は
「
ｅ－

Ｔ
Ａ
Ｘ
」
の
利
用
が

便
利
で
す
。
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
「
ｅ－

Ｔ
Ａ
Ｘ
」に

つ
い
て
の
詳
細
は
同

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク�

０
５
７
０
・
０
１
５

９
０
１
へ
。

　

詳
し
く
は
東
村
山

税
務
署
法
人
課
税
第

２
部
門�
０
４
２
・

３
９
４
・
６
８
１
１
へ
。

住

宅

借

入

金

等 

特
別
控
除
の
申
告

　

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
（
住

宅
ロ
ー
ン
控
除
）
は
所
得
税
の
控

除
制
度
で
す
。
同
控
除
は
税
源
移

譲
に
伴
い
、
所
得
税
と
個
人
住
民

税
の
比
率
が
変
わ
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
所
得
税
額
が
低
く
な
り
、
今

ま
で
控
除
で
き
て
い
た
金
額
が
控

除
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
が
生
じ

て
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
に
、
翌
年
度

の
住
民
税
額
を
減
額
す
る
方
法
で
、

不
利
益
が
生
じ
な
い
よ
う
に
す
る

措
置
を
導
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
（　

年
度
〜　

年
度
の
個
人

２０

２８

住
民
税
に
適
用
）。
対
象
は
、　

年
１１

〜　

年
に
入
居
さ
れ
た
方
に
な
り

１８
ま
す
。
申
告
期
間
は
、
毎
年
控
除

を
受
け
よ
う
と
す
る
年
の
３
月　
１５

日
ま
で
（
初
年
度
の
申
告
受
け
付

け
は　

年
３
月　

日
ま
で
）
で
す
。

２０

１７

　

申
告
書
は　

月
中
旬
以
降
、
課

１１

税
課
窓
口
（
市
役
所
２
階
）
で
配

布
し
ま
す
。

　

※
申
告
の
際
は
、
①
源
泉
徴
収

票
②
計
算
明
細
書
の
写
し
③
年
末

残
高
等
証
明
書
の
写
し
、
を
添
付

（
②
③
は
任
意
）
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
同
課
市
民
税
係
（
内

線
２
３
３
３
〜
２
３
３
７
）
へ
。

配
偶
者
、
子
、
父
母
、
孫
、
祖

父
母
、
兄
弟
姉
妹
で
す
。
未
払

い
の
年
金
が
あ
る
場
合
は
「
未

支
給
年
金
・
保
険
給
付
請
求
書
」

も
死
亡
届
と
併
せ
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
年
金
受
給
権
者
死
亡

届
」
の
提
出
が
遅
れ
る
と
年
金

が
そ
の
ま
ま
亡
く
な
ら
れ
た
方

の
通
帳
に
支
払
わ
れ
、
後
日
、

遺
族
の
方
よ
り
年
金
を
返
納
し

て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

死
亡
届
や
未
支
給
年
金
の
請

求
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
ね
ん

き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
０
５
７
０
・　

・
０５

１
１
６
５
（
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ

Ｓ
か
ら
は
、　

・
６
７
０
０
・

０３

１
１
６
５
）
ま
た
は
武
蔵
野
社

会
保
険
社
会
保
険
事
務
所�
０

４
２
２
・　

・
１
４
１
１
へ
。

５６

「
社
会
保
険
料（
国
民
年

金
保
険
料
）
控
除
証
明

書
」
が
発
行
さ
れ
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
全
額

が
確
定
申
告
や
年
末
調
整
の
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す
。

　

確
定
申
告
等
で
社
会
保
険
料

控
除
と
し
て
申
告
を
す
る
場
合

に
は
、
納
付
し
た
国
民
年
金
保

険
料
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付

が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金

サ
ー
ビ
ス
（
家
事
援
助
・
介
護
・

食
事
・
移
送
・
入
浴
の
各
サ
ー
ビ

ス
）
で
す
。
補
助
金
総
額
は
７
５

０
万
円
で
、
団
体
割
と
事
業
割
が

半
々
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、　

年
度
の
補
助
対

１９

象
団
体
を
募
集
し
ま
す
。
補
助
金

の
交
付
を
希
望
す
る
団
体
は
、
関

係
書
類
を
添
え
て
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

　
【
申
請
書
の
配
布
】　

月
１
日

１１

（
木
）
か
ら
福
祉
総
務
課
（
市
役

所
１
階
）
で
配
布
し
ま
す
。
な
お
、

昨
年
度
交
付
さ
れ
て
い
た
団
体
に

は
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す

　

申
し
込
み
は　

月　

日
（
木
）

１１

１５

定
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
同
係�
４
７
７
・
０

０
２
２
へ
。

図
書
館
嘱
託
職
員

　

図
書
館
で
は
、　

年
４
月
１
日

２０

以
降
に
採
用
す
る
嘱
託
職
員
を
募

集
し
ま
す
。

　
【
勤
務
内
容
】図
書
館
業
務
全
般

（
簡
単
な
Ｏ
Ａ
操
作
を
含
む
）

　
【
勤
務
場
所
】
市
内
図
書
館

　
【
勤
務
時
間
】
月
１
２
８
時
間

　
【
雇
用
期
間
】　

年
４
月
１
日
〜

２０

　

年
３
月　

日

２１

３１

　
【
募
集
人
数
】
若
干
名

　
【
対
象
】
司
書
・
司
書
補
・
司
書

教
諭
（　

年
３
月
取
得
見
込
み
含

２０

む
）
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
し
、

パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る　

歳
６０

（　

月
１
日
現
在
）
ま
で
の
方

１１

　
【
報
酬
】
当
市
規
定
に
よ
る
（
交

通
費
相
当
額
は
別
途
支
給
）

　
【
募
集
要
項
の
配
布
】　

月
１
日

１１

（
木
）
〜　

日
（
日
）
の
期
間
に
、

１８

中
央
・
滝
山
・
ひ
ば
り
が
丘
・
東

部
の
各
図
書
館
で
開
館
時
間
内
に

配
布
。
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
（
提
出
書
類

も
出
力
で
き
ま
す
）

　
【
試
験
日
等
】　

月
１２

５
日
（
水
）
に
筆
記
試

験
を
実
施
し
、合
格
者

に
は　

月　

日
（
火
）

１２

１８

に
面
接
を
行
い
ま
す

　

申
し
込
み
は　

月
１１

５
日
と　

日
の
月
曜

１２

日
を
除
く
１
日
（
木
）

〜　

日
（
日
）
の
午
前

１８
８
時
半
〜
午
後
５
時

に
、本
人
が
直
接
中
央

図
書
館
２
階
事
務
室

へ
持
参
し
て
く
だ
さ

い
（
郵
送
不
可
）。

　

詳
し
く
は
同
館�
４
７
５
・
４

６
４
６
へ
。

幼
稚
園
勤
務
の
臨
時 

職
員
（
幼
稚
園
教
諭
）

　

教
育
委
員
会
で
は
、
市
内
公
立

幼
稚
園
に
勤
務
す
る
臨
時
職
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
（
登
録
制
）。

　
【
職
種
】
幼
稚
園
教
諭

　
【
勤
務
場
所
】市
内
公
立
幼
稚
園

　
【
勤
務
時
間
】月
曜
日
と
金
曜
日

の
午
前
８
時　

分
〜
午
後
４
時　

１５

４５

分
（
週
二
日
）

　
【
賃
金
】
時
給
１
１
０
０
円

　

申
し
込
み
は
市
販
の
履
歴
書

（
写
真
添
付
）
を
教
育
部
総
務
課

庶
務
係
（
市
役
所
６
階
）
へ
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
同
係�
４
７
０
・
７

７
７
５
へ
。

し
ま
す
。

　
【
雇
用
期
間
】　

年
４
月
１
日
〜

２０

　

年
３
月　

日
（
年
間
契
約
）

２１

３１

　
【
資
格
】
助
産
師
免
許
保
有

　

申
し
込
み
は　

月　

日
（
金
）

１１

１６

ま
で
に
、
履
歴
書
（
写
真
添
付
）

と
資
格
証
明
書
の
写
し
を
同
課
保

健
サ
ー
ビ
ス
係
（
わ
く
わ
く
健
康

プ
ラ
ザ
内
）
へ
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
書
類
選
考
と
面
接
の
上
、
決

国
民
健
康
保
険
と
交
通
事
故

　

交
通
事
故
な
ど
、
第
三
者
の
行

為
に
よ
っ
て
受
け
た
傷
病
の
治
療

に
国
民
健
康
保
険
（
以
下
、
国
保
）

を
使
う
と
き
は
、
必
ず
「
第
三
者

行
為
に
よ
る
傷
病
届
」
の
提
出
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
届
け
出
に
よ
り
国
保
で
は
、

一
時
的
に
医
療
費
を
立
て
替
え
、

後
で
被
害
者
に
代
わ
っ
て
加
害
者

に
医
療
費
を
請
求
し
ま
す
。

　

国
保
へ
届
け
出
を
す
る
前
に
示

談
を
し
た
り
、
治
療
費
を
受
け
取

っ
た
り
し
た
場
合
、
国
保
へ
届
け

出
が
な
か
っ
た
場
合
は
、
被
保
険

者
証
が
使
え
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
保
険
年
金
課
国
民
健

康
保
険
係�
４
７
０
・
７
７
３
３

へ
。

ま
で
に
（
必
着
）、
〒
２
０
３－

８

５
５
５
、
市
役
所
福
祉
総
務
課
あ

て
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

　

詳
し
く
は
同
課
庶
務
係�
４
７

０
・
７
７
４
１
へ
。

成
協
議
会
で
は
、
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ

ー
や
野
外
活
動
等
の
活
動
を
行
い

ま
す
。

　

詳
し
く
は
子
育
て
支
援
課
子
育

て
支
援
係�
４
７
０
・
７
７
３
６

へ
。

　

月
は
全
国
青
少
年

１１
　
　
　
　

健
全
育
成
強
調
月
間

　

地
域
福
祉
の
推
進
を
図
る
た
め
、

市
内
の
非
営
利
民
間
団
体
等
が
社

会
資
源
を
有
効
に
活
用
し
て
実
施

す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
て
補

助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

補
助
対
象
事
業
は
、
日
常
生
活

地
域
福
祉
の
推
進
を
目
指
し
て

社会福祉審議会
を 開 催 し ま す

補
助
金
対
象
団
体
を
募
集
し
ま
す 　この調査は、消費者が購入する主

な商品の販売価格やサービスの料金

などを調査するものです。物価対策

のための基礎資料として、地域手当

や生活保護費の地域調整の算定根拠

などの重要な資料を得ることを目的

に、５年に一度実施される国の重要

な統計調査です。

　調査は、全国で約１３万の小売店舗

と約４万の飲食店・サービス事業所

等に対して、統計調査員や市区町村、

総務省統計局が１１月上旬～下旬の期

間に行います。調査事項は、統計を

作るためだけに用いられ、そのほか

の目的に使われることはありません。

　皆さんのご協力をお願いします。

　詳しくは総務部総務課�４７０・

７７１４へ。

１９年全国物価統計調査
にご協力ください

5 年に一度実施

《20年税制改正の一部内容》
●６５歳以上の方に対する非課税措置廃止に伴う特例の廃止
　１７年１月１日において６５歳に達していて、前年の合計所得金額が１２５万

円以下である方に対して、２年間経過措置として所得割と均等割の税額

を減額していた特例が廃止となります。

●地震保険料控除の創設
　地震災害の損失に備える上での保険加入を促進する目的として創設さ

れます。

　▽要件　
　自己や配偶者、そのほかの親族が所有している居住用家屋・生活

用不動産を保険の目的としていること。地震等を原因とする火災・

損壊に対して支払われるものであること

　▽市民税、都民税関連　
　　①損害保険料控除を全廃し、新たに地震保険料控除（地震保険料の

　　　２分の１に相当する額〈上限２５，０００円〉）を創設します

　　②経過措置として、１８年１２月３１日までに結んだ長期の損害保険契約

に係る保険料については、従来の損害保険料控除（上限１０，０００円）

の適用ができます。ただし、１つの保険契約に地震保険と、経過

措 置の対象となる長期損害保険の両方が含まれている場合には、

いずれか一方の控除しか受けることができません。また、同一の

納税義務者についての所得控除額は、新制度と旧制度の合計で

２５，０００円が上限となります。
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20年度
確定申告に向けて

◆ｅ－ＴＡＸホームページアドレス
http://www.e-tax.nta.go.jp

◆図書館ホームページアドレス
http://www.lib.city.higashikurume.lg.jp/
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